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We pFOpOse a neW s、vitched capacitoF OSCillator, Of which the ampltude and
freqょency are independently cOntronable  A 10、す OaSS filter and an inverting
integratOr make a loOp in the oscllator sO―as‐to give a unity loop gain and 2π phase
説ifti  The oscillating frequency and allaplitude are analyzed inとontinuous―tine and
diScrete―tilne domain. Experilnental results shOw gOOd agreement with the
analytical results.
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H[exp(jωT)]=R(ω)+jX(ω)      (17)
発振を保つための条件として、ループー巡の位相遅れ
が 3 6 0 EDEC]であること、およびループ利得が1で
あることの二点を考慮する。 (17)式より IIEcxp(jω
T)]の位相特性 θ(ω)は次のように表せる。













利得の関係から発振周波数 f〕 において IH[ex,(jωT)
]|=1 となるように、6の値を決定する。すなわち、
























































































式 (35)～(37)より y, 2を消去して xに聞
する三階微分方程式を得る。
文+2の黄+ω2(1+P)文+k ω9(1+Q)x=0  (38)
式 (38)に式 (33)、(34)を代入する。
文+2の茂+(02(2-η Vf)k
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② 次に 7≠0,ν≠0のとき、Vp、θ を時間 t
の関数として次のように仮定する。
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d Vp(t〉/dtは小さな定数 η、ン に比例するから、
1同期内の変化重も小さいとみてよい。したがつて、式





=ωッ{Va―μ vp(t))Vp(t)      (52)
式 (52)は変数分離法によって解くことができ、次式
のような振幅の式を与えることができる。










Vp(t)COS φゼ ω Vβ(t)COSφ(46)
式 (44)、(46)より、
翠



































































通りである。                   、
‐CI(卜η Vf)hFO(n)‐QVA(n■)
=CX[VI(n)‐たヽ(n‐1)]十CiⅥ(n)(58)




やCt(卜η Vf)VotCIZ貯(猛(1-Zl)Ⅵ+CIとヽ   (61)
―CthFOキCIzaVI=Ca(1‐zl)hFO         (62)



































―¬      0      1      2
Vf[v]
―‐――  式 (57)で表される関係
―


















=(sinけTX2AcostfJT‐B+E)=0    (67)
明らかに sinωT≠0,ωT=(0,π/2)であるから
X(ω)=0となるためには、次式の関係を保でばよい。
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Va[V〕
Va―V,特性
-1       0       1
Vr〔v」
図1l Vf―o特性
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